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可能であるのみならず, 反応を連続的に行なうこともでき, 酵素の工業的利用上非常に有利で あ る と考
え, まず各種イオン交換樹脂, 活性アルミナ, シリカゲル, 活性炭, Celulose誘導体, Sephadex誘導
体などを支持体として, 酵素活性を有する不溶性アシラ- ゼの調製法を検討している. その結果, たとえ
ば DEAE-Sephadexのような塩基性の支持体にアシラーゼをイオン結合させることにより, よくその目
的を達成している｡
このような不溶性酵素を充てんしたカラムに基質としてアセチル Dー L メチオニン溶液を注入すると,
流出液中に レ メチオニンが生成し, その生成量は流出速度に支配される｡ 流出液中には酵素タンパク質,
色素などの不純物は全 く含まれないので, 反応生成物としてのL- アミノ酸とアシル-D- アミノ酸は簡単
な操作により高収率で分取することができる｡
また DEAE-Sephadex-アシラーゼ ･ カラムの安定性を 詳細に検討している一方, 工業的な規模で連
続酵素反応を行なうには, カラムを scaleupすることが必要であるが, この場合の動力学的研究も重ね
ている｡ このような不溶性酵素は一種の modifiedenzyme と考えられるので, 酵素化学的諸性質を調





論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本研究は酵素を支持体に結合せしめ, 基質と連続的に反応を行なうために, 不溶性酵素調製用支持体の
検索, 酵素標品の力価の高いカラムの調製, アシル DーL- アミノ酸の連続分割を行なうための反応温度,
基質濃度, C o+十濃度, 反応水素イオン濃度, 流出速度および基質特異性について検討している｡
Aspergilusoryzae抽出液から得 られるアシラーゼを, たとえば DEAE-Sephadexカラムに吸着せ
しめ, 基質としてアセチル -DL-メチオニン溶液を 50oC にて32 日間連続的に分割したところ, なお調製
直後の60%以上の力価を保持している｡ また, このような力価の低下したアシラーゼ ･ カラムに, 力価の
低下に相当するだけのアシラーゼをあらたに添加することにより, はじめと同等の力価を有するカラムが




実験をもとにして応用面に多大の貢献をしているすぐれた業績であり, 学界, 産業界において高 く評価さ
れている｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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